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平成22年 教育委員会第21回定例会 会議録 

  日 時  平成２２年１２月１４日（火）   午後３時２５分～午後４時３６分 

  場 所  教育委員会室 

 

議事日程 

第 １ 協議 

【指導課】 

（１）平成23年度 千代田区教育委員会教育目標及び基本方針 

第 ２ 報告 

【子ども総務課】 

（１）平成23年度予算の編成状況 【秘密会】 

【指導課】 

（１）平成22年度 校（園）長・教育管理職等選考合格者 【秘密会】 

（２）事故報告 【秘密会】 

    【図書・文化資源担当課】 

    （１）日比谷図書文化館指定管理者の手続 

第 ３ その他 

【子ども総務課】 

    （１）移動教育委員会 （11月９日 九段中等教育学校） 

【子ども施設課・子ども支援課】 

    （１）幼保一体化施設等の保護者等への説明 

【学務課】 

    （１）ノロウイルス等の感染性胃腸炎等の状況 

 

 出席委員 （５名） 

教育委員長 市川 正 

教育委員長職務代理者 古川 紀子 

教育委員 福澤 武 

教育委員 中川 典子 

教育長 山﨑 芳明 

 

 出席職員 （９名） 

 子ども・教育部長 立川 資久 

 次世代育成担当部長 保科 彰吾 

 子ども総務課長 坂田 融朗 

 子ども施設課長 佐藤 尚久 

 子ども支援課長 眞家 文夫 

 児童･家庭支援センター所長 峯岸 邦夫 
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 学務課長 門口 昌史 

 指導課長 坂  光司 

 図書・文化資源担当課長 前田 康行 

 

 欠席職員 （１名） 

 参事（子ども健康担当） 清古 愛弓 

 

書記 (２名) 

 総務係長 小宮 三雄 

 総務係員 成畑 晴代 

 

市川委員長 

 

 

  それでは、開会に先立ちまして、傍聴者から傍聴申請があった場合には傍

聴を許可することといたしますので、ご了承をお願いいたします。 

 それでは、ただいまから平成22年教育委員会第21回定例会を開会します。

  本日、清古参事は欠席でございます。また、峯岸部長は若干遅れる予定に

なっております。 

 次に、今回の署名委員は、古川委員にお願いをいたします。 

 本日の議事日程は、お配りしてあるとおりでございますけれども、報告の

うちの子ども総務課、平成23年度予算の編成状況は、政策形成過程にあるた

め、また、指導課、平成22年度校（園）長教育管理職選考合格者及び事故報

告、この２つにつきましては個人情報が含まれておりますので、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第１３条６項ただし書きの規定に基づきまし

て非公開といたしたいので、その可否を求めたいと思います。 

 賛成の委員さんには挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

市川委員長    全員賛成でございますので、非公開といたします。 

 これらの３件につきましては非公開となりましたので、議事日程の最後

に、関係者以外退席して行いたいと思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

 

◎日程第１ 協議 

指導課 

（１）平成23年度 千代田区教育委員会教育目標及び基本方針 

 

市川委員長  

 

 

 それでは、早速ですが、議事日程の第１、協議に入ります。 

 平成23年度千代田区教育委員会教育目標及び基本方針について、指導課長

から説明をお願いします。 

指 導 課 長  教育目標について、お時間をちょうだいいたします。 

 お手元の資料に、マル案といたしまして、千代田区教育委員会の教育目

標、６枚、12ページにわたる資料を用意させていただきました。前半の６ペ
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ージ、３枚については、来年度23年度に向けた案ということでございます。

４枚目からそれ以降は、現行平成22年度の教育目標という形で綴じさせてい

ただいております。 

 現在、来年度に向けた本区教育委員会の教育目標につきまして関係部署と

調整・確認中でございますが、本日、たたき台として提示をさせていただき

ました。若干分量が多くございますけれども、ごらんいただきまして、ご意

見あればお願いしたいと思います。年明け１月末を目途にご審議いただきま

して、決定をお願いできればと思っております。 

 本日は若干修正部分も含めて説明をさせていただきたいと思います。まず

１点目、この教育目標のつくりでございますけれども、１枚目に区教育委員

会の教育目標として大きな押さえをしておりまして、その後２ページ目か

ら、基本方針ということで、基本方針を５つ定めまして、それぞれの方針に

ついて、詳細をまとめているというつくりになっております。 

 基本的な考え方としては、区の教育目標については、毎年見直しするもの

ではなくて、中長期的に定めてこれを実現するべく努力していく、取り組ん

でいくということで押さえていただき、基本方針の中の具体策については、

若干、現状と一致させたり、あるいは来年度の重点施策あるいは予算編成と

の整合性なども含めて、重点事項を表記して、学校（園）に伝達していく

と、そういう性格でございます。 

 今回、案としてお示しした資料に、アンダーライン、下線、実線の破線部

分と二重線の下線部分がございますけれども、１本の実線につきましては、

文言整理、表記の整理ということで、付記させていただいております。ま

た、二重線は、若干内容も含めての修正・変更ということでまとめさせてい

ただきました。 

 ちなみに、文言の表記については、１ページ目と４ページ目を対比してい

ただくとおわかりになるんですが、「人間性豊かな区民の育成を願い」とい

う「願い」を「目指し」という表記にしたり、「自己管理できる人間、活躍

できる人間」を、「自己管理する人間、活躍する人間」にするなど、こうい

ったところでさらに読みやすく整理していくというものでございます。それ

から、校種の表記で、今まで「幼稚園・保育園・小学校」という言い方をし

ておりましたけれども、保育園それからこども園も含まれてまいりましたの

で、年齢の若い順から、保育園、こども園・幼稚園・小学校・中学校・中等

教育学校と、こういうような並びに整理するということで、実線のほうは整

えさせていただいた次第でございます。 

 若干、二重線の部分を今回補足説明させていただきたいと思います。２ペ

ージ目をごらんください。基本方針の一番上のリード文ですが、５ページ目

と対比していただくとわかるのですが、つまり22年度、現行の２枚目になり

ますけれども、内容的には、趣旨は変わっておりませんけれども、共に育む

教育について、わかりやすく、明確に表記をしております。 

 お手元の資料の２ページ目でございます。それから、基本方針１の（２）
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では、いじめ相談レター等、具体策を追加させていただいております。これ

も、今年度も実施している取り組みでありますけれども、昨今のいじめ等の

教育課題に向けて、明確化させたというところでございます。続いて、基本

方針の５につきましては、特別支援教育・発達障害支援についてのくだりで

ございますけれども、これまでどおり、発達支援についても推進していくと

いう考えを確認しつつ、関係機関との連携、それから、広く区民への理解・

啓発を推進するという部分を基本方針２の（５）で説明しております。現在

お伝えしているのは３ページ目になります。 

 ３ページの中ほどの６、７、８については、就学前教育の充実それから小

学校、中学校におけるキャリア教育等の職業観・勤労観の育成の内容ですと

か、（８）にあります内容は、学力向上策が述べられておるのですけれど

も、ここが少し混在化しておりますので、今年度の表記では、６、７、８と

いう順番で、就学前教育それから小中のキャリア教育、そして中学校、中等

教育学校の学力向上策を含めた特色化という整理をさせていただいた次第で

す。 

 続いて、４ページ目になりまして、４ページ目の下段、基本方針の（３）

に、国際化に対応する取り組みがうたわれております。小学校の学習指導要

領の改定に伴いまして、小学校における外国語活動の位置づけ、そして、本

区は保育園も含めた英語に親しむ活動、こういったことを実施しております

ので、これらを表面に出していって、明確化したということでございます。 

 最後、６ページになりますが、基本方針の５で、１３、１４です。１３に

ついてはこども園関係、それから、１４については九段中等教育学校にかか

わる記載や記述ですが、１３については、「今年度、ふじみこども園を新設

するに当たり」という表現だったものを、既に実施、開設が無事行われてお

りますので、それとの整合を取った表記にさせていただいております。ま

た、１４の九段中等についても、昨年度は、６年間の生徒がそろって完成す

るけれどもというニュアンスのものを、今後、点検・改善していくという表

記に改めたというつくりになっております。 

 こういった内容で、ボリュームは多いのですけれども、冒頭お願いしたと

おり、ご一読いただきまして、ご意見をぜひいただければと思っておりま

す。 

 本日でなくても、年末をまたぎますが、１月末に確定できればと思ってお

りますので、それまでご意見をお寄せいただければと思います。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

市川委員長   説明はお聞き及びのとおりでございますが、何かご意見等ございましたら

お願いしたいと思いますが。説明ですと、今日でなくても、次回というか、

１月に公にできるようにそれができれば良いということですね。 

 いかがでしょうか。何かご意見ございますか。 

福 澤 委 員  私、これもいつも思うんだけど、この基本方針の２ページの一番上のとこ

ろですけど、この従来のところで、「地域・家庭・学校（園）が子どもを共
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に育て、自ら育つ「共育」の理念のもと、子どもたちが健やかに学び、大人

も子育てを楽しむことのできる地域社会づくり」というでしょう。だけど、

千代田区って、かなりの数、区域外から来ているんでしょ。家庭も区域外な

んですよね。それで地域づくりとかなんかと言っても、その子どもたちがど

ういう受け取り方をするかなと、いつもこれ、疑問に思うんですよ。自分の

住んでいるところじゃないんですよね。だから、自分の通っている学校の地

域づくりということで、子どもたちがどういう理解をしているかですよね。

いつもこれ、疑問に思うんですよ。 

市川委員長  張り切って大上段にかぶり過ぎているんですかね。 

福 澤 委 員  何か内容が伴わない、空疎な言葉に聞こえるんです、これ。 

指 導 課 長  今、福澤委員のご指摘に正対はできないかもしれないんですが、区域外の

子どもについては、確かに生活している居住地の地元という考え方もありま

すが、基本的には学校のある地域との交流も、教育課程の中で取り組んだ

り、あるいは、土曜日、日曜日等の取り組みもやっておるところです。 

 本年度のリード文については、「千代田区に住み、働き、学び、集う」と

いうくだりを使っておりまして、福澤委員のご指摘を踏まえながら、余りい

じらないで、今年の形のままを踏襲したほうがそのニュアンスは出てくるの

かなと思って、今お話を伺ったところですが、来年度に向けた修正案として

は、「地域」という言葉は使っておりますけれども、通っている学校の周

辺、周囲の地域社会をも含めて表現していきたいと考えているところです。 

市川委員長  どちらかというと、今年度のほうがむしろ大上段に振りかぶって、１００

万都市の云々かんぬんと書いてあったわけですな。 

指 導 課 長  はい。 

市川委員長  ですから、そういうことを少し、オーバーじゃないのという感じで改めた

ということですか、23年度は。 

指 導 課 長  一番大きなところは「共に育む」というキーワードを前面に出していった

ほうが良いかなという考えのもと、使ってきたわけですけれども、地域のと

らえ方の部分を、22年度のリード文を使うことも可能だと思いますので、ち

ょっとそこは研究したいと思います。 

福 澤 委 員  でも、「地域に住む」なんていう言葉は入れないほうがいいですよね。事

実と違うんだから。 

市川委員長  いや、今、担当の課長のほうから少し考えさせてくれという話がありまし

たので、そういうことで。 

 ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

古 川 委 員  今の区域外のお子さんが、自分の住んでいる地域でなくてどういうふうに

考えていくのかというお話があったんですけれども、私も地元で育ってきて

いるので、住んでいるところでないところに、何で学校に通うのかなと、す

ごく不思議ではあったんですけれども。いろんな事情があってこちらにいら

している方とお話ししていると、こちらは地域の活動が盛んで、子どもたち

を快く迎え入れてくれていると。自分の住んでいる地域では、町会の数はあ
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るけれども、元から住んでいる方でがっちり組まれていて、新しくそこに引

っ越してきた自分たちはなかなか入りづらいと。それがこちらのほうは、子

どもをどんどん受け入れてくれていてありがたいという声をよく伺うので、

下町の地域性を生かして、子育ての場に地域の方が入ってきてくださってい

るのは、すごくありがたいなと思っております。 

福 澤 委 員  まあ、それはそれで良いと思うんですよね。 

古 川 委 員  なので、何か、本当ならば、住んでいるところで、そういう地域のいろん

なことを感じられたら良いんでしょうけど、難しい地域があるのかなと。私

はずっとここに住んでいるのでこういうものだと思ってしまっているんです

が、そういうことまでも千代田区に求めてきているのかなというふうに感じ

ています。 

市川委員長  いずれにしましても、この部分についてはご意見が出ましたので、ちょっ

と検討してみてください。 

指 導 課 長  はい。 

市川委員長  ほかにいかがでしょうか。ここのところ、よろしいですか。 

 文言を色々といじり出すと、切りがないですよね。読みやすくしたつもり

が読みにくくなったりとか。趣味なんかもありますしね。今日のところはそ

んなところで。 

指 導 課 長  ありがとうございました。 

 

◎日程第２ 報告 

     図書・文化資源担当課 

    （１）日比谷図書文化館指定管理者の手続 

 

市川委員長  それじゃ、次に進ませていただきたいと思います。 

 次は、図書・文化資源担当課長からの報告ですね。お願いします。 

図書・文化資源担当課長  日比谷図書文化館指定管理者の指定手続についてご報告いたします。 

 まず経緯ですが、日比谷図書文化館につきましては、平成21年10月、指定

管理者の予定者である運営事業者として、日比谷ルネッサンスグループを選

定し、運営事業者との連携のもとで、開設準備を行ってきました。本来であ

れば、今年の夏に指定管理者の選定を行い、来年４月から業務を開始し、来

年の夏にオープンという予定でおりましたが、本年７月末に改修工事の過程

でアスベストが発見されまして、工期の延長と開館時期の延長を余儀なくさ

れました。アスベストの除去作業が11月20日に終了し、改修工事を再開しま

したので、平成23年秋の開館に向けて、指定管理者の指定手続を開始いたし

ます。 

 対象施設は日比谷図書文化館でございます。 

 指定期間は、平成23年９月１日から平成29年３月31日までの５年７カ月に

なります。 

 選定方法と選定スケジュールですが、既に指定管理者の予定者である運営
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事業者として、日比谷ルネッサンスグループを選定しておりますので、今回

は公募によらない方法により、選定することと決定いたしました。 

 選定のスケジュールですが、区の方針決定を踏まえまして、12月に選定委

員会を設置し、１月にかけて選定いたします。選定委員会の審査、候補者の

選定を得て、区長への結果報告を行い、来年２月、第1回区議会定例会を予

定しておりますが、選定した候補者の指定管理者の指定を区議会に提案し、

区議会の議決を経て、正式に指定いたします。 

 その後、協定の締結に向けて、指定管理者との協議を行い、来年８月まで

に協定を締結し、９月から指定管理業務を開始する予定でおります。 

 選定委員会ですが、委員が７名、そのうち外部委員５名、区関係者２名に

なります。 

 選定委員会の開催スケジュールですが、本年12月中旬に選定委員会を開催

し、選定基準を確認します。 

 事後報告で申しわけありませんが、委員の日程の都合上、昨日、第１回を

開催して、募集要項、業務要求水準書を確認し、選定基準方法等を確認して

おります。 

 来年の１月下旬に審査、候補者の選定を経て、区長への報告を予定してお

ります。 

 報告は以上です。 

市川委員長  説明が終わりましたが、何かご意見等がございますか。 

中 川 委 員  質疑が幾つかあったんですが。ちょっとわからないことが多いんですけど

も、まず指定管理者というのは、もう決まったということですか。 

図書・文化資源担当課長  まだ決まっておりません。指定管理者の予定者が既に決まっているという

ことになります。 

 わかりにくいんですが、そもそも、日比谷図書文化館につきましては、改

修工事等々を行いますので、工事が終わってから指定管理者を決めるという

のでは、指定管理者がどういうふうに運営したいかという、その意向が、施

設の工事等々で、反映されないということで、改修工事を行って、館として

正式にでき上がる前に、準備段階から指定管理者の予定者というものを決定

して、一緒になって準備をしていこうということで進めております。 

 本来であれば、指定管理者を指定するに当たりましては、条例で、図書館

として正式に定めなければいけないのですが、まだ館の施設が、会議室とか

ホールとか、いろいろな施設ができることになりますが、そういうものがど

ういうふうになるかということが、具体的に設計等々をやらない段階では決

まりませんので、図書館として附帯設備等々が決まらない段階で、正式に、

条例上、図書館と定めることができず、やむを得ず、図書館条例に定める、

正式に定める以前に運営事業者ということで、事実上、指定管理者の予定者

を決定して、準備作業を進めてまいりました。 

市川委員長  どうぞ。 

中 川 委 員  そうすると、その候補者の選定というのは、１月下旬にありますよね。 
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図書・文化資源担当課長  はい。 

中 川 委 員  それはどうなっちゃうんでしょう。もう決まっているわけですよね。 

図書・文化資源担当課長  この候補者の選定ですが、事実上もう予定者として決まっている事業者

が、指定管理者としてふさわしいかということを改めて指定管理者の指定条

例に基づいて審査をするという形になります。 

中 川 委 員  じゃあ、選定じゃないですよね。 

図書・文化資源担当課長  条例上は、選定ということで選定なんですが、中身は、既に決めてある事

業者がふさわしいかということを事実上確認することをもって選定とすると

いうことであります。 

中 川 委 員  ちょっと私にはわかりにくいですね。どうして私がこういうことを言うの

かというと、今の千代田図書館の使い勝手が、区民にとっては、全く使いに

くいんです。どういうことかと言いますと、図書館はやっぱり、区民のため

というのが第一ですよね。ですけど、区民に目を向けているのかと感じるこ

とがすごく多いのです。具体的に言いますと、区民席というのがいつ行って

も一杯だったり、机のある座席は、全部インターネットができるようになっ

ていて、１回そこに座ったらば、長時間席を空けていない限りは一日いられ

るわけですよね。そうすると、無料のインターネット席になっているんじゃ

ないかなと思うことがよくあるんですよね。それから、今は、なくなっちゃ

ったんですけれども、「想像する」の「想」というインターネットができる

席のスペースがありました。「想」で何ができるかというと、置いてある新

書を端末に置くと、そこにいろんな情報が出てきて、そこから逆に自分の発

想を膨らませることができるということになっていたんですね。私も興味を

持って、何回か講習に行ったんですけども、全然使えなくて、あれっと思っ

ていたら、いつの間にかなくなっちゃって、ただのインターネット席になっ

ちゃって。何かそういうような無駄がすごく多いなと思います。そういうこ

とが、また、日比谷のほうで起こってくるんだったら、初めにもうちょっと

考えなきゃいけないことって、いっぱいあるんじゃないかなというふうに思

ったものですから。その選定というのがね。ちゃんと区民のことを考えてく

ださっているのかどうかというのが、ちょっとわからないです。 

図書・文化資源担当課長  第一義的には区民の皆様の図書館なので、区民の皆様の読書活動を、ま

た、博物館も移りますので、地域の文化資源に触れるということをまず最優

先にして、区内の歴史とか地域史とか、そういうのをわかるようなものとい

うところも踏まえてつくるというコンセプトになっております。 

 それから、席の問題ですが、千代田図書館は、確かに区民席というのが少

ないですけれども、多くしても、実際座っている方が区民かどうかというと

ころまで確認することがなかなかできない状況でして、実際にその点は、

今、図書館としても一つの悩みになっていることは事実ですが、ただそうい

う問題を、ご意見としていただいておりますので、図書館として課題をどう

いうふうにしたら良いのかということは考えております。 

 あと、新書マップの話なんですが、普通は図書館の検索というのは、１つ
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調べると、それがどんどん幅を狭めていくような形で、何か文字を入れる

と、それに関係するものが出てきて、情報の絞り込みをしていくという検索

の仕方が普通ですけども、千代田図書館に入れましたのは、１つの情報に対

して関連した情報がどんどん広がっていくという新たなシステムを、国立情

報学研究所が開発しまして入れましたが、なかなか、そういう発想というも

のが、どんどん情報を狭めていくというものには皆さん慣れていますが、ど

んどん関連した情報を広げていくという思考にはなかなか皆さん慣れていっ

ていただいていなかったということと、また、運用している過程で、システ

ム上の問題もありましたので、館としては多額のお金をかけてシステムを維

持する必要がないと判断し、その運用については取りやめました。 

 １つの特色としては、トライ・アンド・エラーで、区民の税金でやらせて

いただいているので、失敗ということは本当はあってはならないんですけれ

ども、新たな公共図書館像というのを目指して挑戦している中でそういう失

敗もあったので、そういうきちんと役に立てなかったとか、システム上問題

があったというものについては、ずっと続けることなく、早急に判断してや

めたという状況であります。 

中 川 委 員  前田課長は区の職員でいらっしゃるわけですよね。 

図書・文化資源担当課長  区の職員なんですが、東京都から派遣されている職員です。 

中 川 委 員  その指定管理者と区の側との調整というのが、その辺がうまくできている

のかどうかというのが、それもいろいろ感じたりするんですけども。 

市川委員長  今、中川委員さんから出た意見というのはごもっともな意見だと思うんで

すよ。システムを絞り込むんじゃなくて、広げていくという発想というの

は、なかなか、求めるものを求める人にとっちゃ、使い勝手は悪いですよ

ね、これは。だから、そういう反省をしていただいたり、改善すべきところ

は改善していただくなり。実は、図書館は、本当は教育委員会の所管なんで

すけれども、区の事情で区長部局のほうに行っているようなこともあります

ので、十分連絡をとっていただきたいなというふうに思いますね。特に、指

定管理者になると、ダイレクトに話が通じるかどうかもちょっとよくわから

ないので、その辺も十分検討していただきたいと思います。 

 ちなみに、具体的な個人名は良いんですが、指定管理者の選定委員会なる

ものに教育委員会は、事務局なりなんなりかは参加していますか。 

図書・文化資源担当課長  いえ、これは図書・文化資源担当課のほうで事務局を務めさせていただき

ました。 

市川委員長  教育委員会事務局は参加してますか。委員に選ばれているかということだ

けど。 

図書・文化資源担当課長  いえ、そういう意味では選ばれておりません。 

市川委員長  なるほど。その辺も、やっぱり、本来的な事業は、委任をしているんです

けれども、そういうことであるならば、余計、何というんですかね、連絡を

密にしていただきたいなというふうに思いますね。それだけお願いをしてお

きたいと思いますが。よろしゅうございますか。 
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 やはり、教育委員会というのもそうでしょうし、区もそうなんでしょうけ

ども、地元の図書館という意識が非常にあるわけですよね。片や図書館とし

て有名になろうと思えば――有名になろうと思うかどうかは別として、非常

に斬新的なことをやる、そういう傾向があるわけですよね。レファレンスの

ことについてもそうでしょうし、日比谷図書文化館が今度、歴史民俗資料館

みたいなものをつくる、そういった場合も、そういうふうに広がっていく可

能性がありますよね。別に、悪いわけじゃないですけど。やっぱり、第一義

的には区の施設なんだということを中心に考えていただければなというふう

に思います。 

中 川 委 員  ちょっと良いですか。それで、その外部委員５名というのがありますけれ

ども、これはどういうふうにお選びになるんですか。個人名じゃなくてもい

いですけど。 

市川委員長  答えられますか。 

図書・文化資源担当課長  図書館情報学専門の大学の先生と、博物館学専門の大学の先生、公認会計

士の方、あとは区の文化財保護調査委員等々を務めていただいている方２

名、全員で５名で構成しております。 

市川委員長  よろしゅうございますか。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 （「なし」の声あり） 

市川委員長  それでは、なければ、次に移りたいと思います。 

 

 

◎日程第３ その他 

     子ども総務課 

    （１）移動教育委員会 （11月９日 九段中等教育学校） 

     子ども施設課・子ども支援課 

    （１）幼保一体化施設等の保護者等への説明 

     学務課 

    （１）ノロウイルス等の感染性胃腸炎等の状況 

 

市川委員長  次はその他の報告ですかね。子ども総務課長からですかね。 

子ども総務課長  はい。それでは、ただいまの図書館の関係の資料の後ろのページに入れて

おりますが、先月の９日に、九段中等の中等教育学校の生徒自治会との懇談

会をさせていただきました。どうもお疲れさまでございました。その記録を

お手元に配付させていただいております。 

 この懇談会という形式をとりまして、特に今回は生徒との懇談ということ

でございましたが、教育委員さんにおかれましては、何かご感想を、ちょっ

と時がたちましたけれども、ご感想をいただければというふうに思っており

ます。また、感想につきましては、その当日においてもいろいろご発言いた

だいたかと思いますので、改めてのご感想でも結構ですし、あるいは、お気
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づきの点で今後地域の方との懇談についてこんなやり方があるんじゃないか

な、あるいは、子どもたちとの懇談はこんなふうにしてみたらおもしろいな

といったような、何かお気づきの点でも結構ですので、教育委員の方々に一

言いただければということでございますが、よろしいでしょうか。 

市川委員長   後段の部分の子どもたちとの話し合いというのは、こんなことをしておい

てもらえば良いかなという、こういうことも考えてほしいなということです

か。 

子ども総務課長  ええ。そういうことです。 

市川委員長  急に言われてもね。 

子ども総務課長   このときの感想でももちろん良いんですが、別の視点でこんなふうに考え

てみたらどうというご提案がありましたら、ということです。 

市川委員長   事務方で、そういうアイデアを出してくださいよ。 

子ども総務課長  参考にさせていただきたいなと思いまして。特段なければ、結構でござい

ます。 

市川委員長   どうでしょうか。 

中 川 委 員  アイデアというよりも、やっぱり、すごくよかったなと思うんですけど

も、時間がちょっと足りなかったのと、何か私のほうも、初めのうち構えち

ゃったりなんかして、もう少し本音を引き出せたらよかったんだけどなとい

うこととか、いろいろありました。だけど、ぜひ続けてほしいなと思いま

す。 

市川委員長  ほかにいかがでしょうか。 

 こういうのは、移動教育委員会の趣旨にあるんだから、何回かやらない

と、なかなかね。いずれにしても最初だから、どの学校でも、これから行か

んとしている学校も最初でしょ。だから、子どもたちにしろ、保護者の方に

しろ、やっぱり、慣れていないから、かたくなりますよね。ですから、何回

かやらないと。まして、学校ではしませんでしたけど、幼稚園の先生方との

懇談もやった経験があるわけでしょ。それでも、やっぱりかたくなっていま

すよね。思ったような意見というのは出てこない。だから、もう少し積み重

ねることが必要じゃないですか。今こういうふうに変えるとかなんとかいう

ことよりも。 

子ども総務課長   わかりました。 

市川委員長   ほかにいかがでしょうか。 

 この件はよろしゅうございますか。 

 （了 承） 

市川委員長  その次は、幼保一体化施設の保護者等への説明ということについて。 

子ども施設課長  施設課と支援課のほうから、口頭でご報告をさせていただきます。 

 幼稚園・保育園のあり方ということで今、動きがございますので、ご報告

いたします。 

 まず、幼児教育のあり方ということで、検討会の報告等については、この

教育委員会でも、９月28日にご報告させていただきました。そして、それら
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を踏まえて、幼稚園の学級編制の最低基準というものの案をつくりまして、

11月20日から12月６日までの間にパブリックコメントを実施するということ

も、10月26日の教育委員会でご報告させていただきました。パブリックコメ

ント自体は、36件ほどいただきまして、今、集約している最中なので、また

それについてはまとまり次第ご報告したいと思います。 

 まず、幼稚園についてなんですけれども、小規模化している幼稚園という

ことで、対象になる幼稚園、具体的には昌平幼稚園と千代田幼稚園、これが

対象ということでは明らかになっております。 

 第４回区議会定例会の区長の招集挨拶でご説明させていただきましたけれ

ども、新年度から、協議を進めていくよというお話を差し上げております。

そうした中で、昌平幼稚園と千代田幼稚園と協議を始めていますので、その

点についてご説明します。 

 まず、昌平幼稚園なんですけれども、幼保一体化で、幼稚園を存続させる

ような形でいったらどうかということで、11月の13日、地域の検討組織、昌

平評議会というのがあるんですけれども、その下に子育て環境検討委員会と

いうのがありまして、それに出向きまして、学級編制基準ですとか、幼保一

体化園にするということで、ご説明、ご意見を伺いました。さらに、保護者

の方の意見もお聞きするということで、11月19日に保護者会を開きまして、

学級編制基準と、昌平幼稚園を、幼稚園、保育園を一体化した幼保一体化園

にするということで、ご意見を伺ってまいりました。 

 総論はご賛成ということでいただいておりますが、各論の中で幼稚園の施

設が狭くなってしまうというようなご要望、ご意見もありまして、個別の話

について、これからさらに、現場の幼稚園も含めて議論していくようなこと

になろうかと思います。 

 この後、また予算の説明もございますけれども、平成23年度予算には、施

設の改修経費を計上するという予定で、今、作業を進めております。 

 次に、千代田幼稚園の関係ですけれども、千代田幼稚園に関しましては、 

昌平幼稚園に、一足先に手を入れまして、千代田幼稚園は23年度検討し、24

年度からどうしようかというところで、教育委員会も考えておりまして、そ

れについて地域のほうにご説明に上がりました。 

 まず、11月15日に千代田小学校・幼稚園のＰＴＡの役員さんにお集まりい

ただきまして、幼稚園の学級編制基準について説明しております。 

 その後、11月20日に小学校・幼稚園の学校運営連絡会、地元のいろんな役

職についている方の学校の運営連絡会なんですけども、こちらにも出向きま

して、幼稚園の学級編制基準やその他のことを地域の皆様にもお話ししてお

ります。 

 その後、11月24日、千代田幼稚園の保護者にもお集まりいただきまして、

同様の説明を行っております。 

 保護者の方々からは、幼稚園がなくなってしまうというのは、やはりちょ

っと問題があるんじゃないかというようなお話をいただいたり、昌平で考え
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ているような幼保一体化園にしたらどうかというようなご意見もいただいて

おります。 

 千代田幼稚園については、来年度、23年度なるべく早い時期に成案を得ま

して、24年の予算を考えていく中でどうしようかということで、内部検討、

そして地域に出まして、保護者の方々も含め、協議を継続していく予定でご

ざいます。 

 続けて、麹町保育園の状況を説明させていただきます。 

子ども支援課長  子ども支援課から、麹町保育園の件につきまして、口頭でご報告をさせて

いただきます。 

 麹町保育園につきましては、従前、区立の麹町保育園を廃園ということ

で、現在、移転をして、空き園舎になっております一番町のほうに新園舎を

建て、私立の保育園として運営をしていくということで、保護者の皆様ある

いは地域の皆様にお話をしてまいりました。 

 本年４月の９年ぶりの待機児童の発生あるいはその後の乳幼児人口数の増

加を受けまして、一番町につきましては、新たな大規模園を民営化園として

設置をし、現在の麹町保育園につきましては、現状のまま、当分の間存続を

するという方針の変更をいたしまして、それにつきまして、保護者の皆様に

11月27日、12月11日の２回にわたりましてご説明をしてまいっております。 

 その中で、保護者の皆様からいただいた疑問点あるいはご要望といったも

のにつきまして、簡単にお話をさせていただきたいと思います。 

 まず１点目といたしまして、旧園舎、一番町のほうですね、こちらの敷地

に、麹町保育園を戻せないのかというご質問をいただいておりました。こち

らにつきましては、区の職員定数条例の関係あるいは大規模園にしていくと

いうことで、単純計算で、40名程度の保育士の増員が必要になってくるとい

うことで、著しく困難であるというご説明をさせていただいております。 

 また、現状の麹町保育園の運動スペースが非常に貧弱である、もっと確保

できないのかというご意見をいただいておりましたので、これにつきまして

は、東郷公園の一層の活用ですとか、屋上の整備、現状はコンクリートの打

ちっ放しという状況ですので、多少やわらかな素材を使っての改修等を行っ

て確保していきたいということでお答えをしております。 

 要望の３点目といたしまして、新しくできる民間園への転園は保障される

のかというものがございました。こちらにつきましても、内容としては、入

園審査の時点で加点をしてほしいというものだったんですが、加点自体は保

育に欠ける、欠けないという表現の中でやらせていただいておりますので、

加点としてはできませんというところは明確に申し上げたんですけれども、

麹町保育園に現状入園されている方につきましては、一番町の新規の民間園

に移っていただきますよという前提条件をつけて、一応ご確認をとって入園

をしていただいております。そういった経過も踏まえまして、転園希望を出

された方につきましては、最大限の配慮をする、具体的内容といたしまして

は、通常の入園審査に先立ちまして、転園の審査をしてしまうといった手法
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の中で配慮させていただきたいというお話をさせていただいております。 

 また、現在の麹町保育園の仮園舎、こちらの存続期間は、当分の間と言わ

れてもどれだけの期間なのかわからないというご質問をいただきました。こ

ちらにつきましては、現状発生している待機児童の解消、これに加えまし

て、保護者の皆様が一定程度希望する保育園に入れるような状態が実現する

時点をもって判断をするということで、５年、10年といった具体的な期間と

いうものは、現時点、明示ができませんということでのお話をさせていただ

いております。 

 また、現状の麹町保育園が廃園になるときの転園の保障についてのご質問

をいただいております。こちらにつきましては、３年前になりますか、八千

代保育園が文京区に転出をしたわけですが、そのときの例を聞きまして、こ

ちらにつきましても、加点等の措置というのは一切いたしておりませんけれ

ども、子どもたちの行き先がなくなるという事態、これだけは避けなければ

いけませんので、優先的にほかのお子さんより先立って、八千代保育園の在

園のお子さんの入園先を決めてからという措置をとっておりました。麹町保

育園につきましても同様の扱いになるという前提で検討していますというお

話をさせていただいております。 

 ６点目といたしまして、おひさま広場の一般開放の継続といったものがご

ざいました。こちらにつきましては、一番町の土地・建物について、区有で

あるという前提のもとに、おひさま広場自体を、保育園の貸付から除外する

等の方法をもって、一般開放の継続あるいは四番町保育園、麹町保育園の園

児たちが遊べるようなスペースとして確保していくような方策を考えてまい

りたいというご説明をいたしております。 

 要望といたしまして７点目に、具体的な図面を示してほしいというものが

ございました。 

 現状、まだ保護者の皆様とお話を開始したばかりで、こちらといたしまし

ても、何らの図面を引いているという状況ではありませんでしたので、敷地

の形状はこのような形状であって、建物の高さを考えていくと、この程度と

いうようなものを敷地形状につきましては紙をお示しして、また高さ等の部

分については、口頭でのご説明をしていくという状況になっております。 

 そのように、１回目、11月27日の保護者会の中で、保護者の皆さんと確認

をした論点というのが４点ございました。こちらにつきまして、園庭の確保

について、おひさま広場の活用について、新たな保育園への転園について、

麹町保育園を当分の間存続することについてという４点に集約しておりまし

たけれども、今お話をさせていただきました保護者のほうの要望と、ほぼ重

なる状況ということになっておりまして、こちらもこういう論点でいただい

ていたものについてということで、口頭でのご説明をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

市川委員長  説明、２件にわたりましたけれども、何かございましたらどうぞ。 
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 整理するつもりで教えてほしいんですけれども、いわゆる麹町地区と言わ

れる地域に、保育園というのは幾つできるようなことになるんですか。私立

が１つですね。それから、改修というか、今、現在使っている、仮に使って

いる保育園が１つですね。それから、建てかえをした保育園が１つできるわ

けでしょ。その３つで良いんですか。 

子ども支援課長  そうです。あと、四番町保育園という区立園がございますので、今お話を

している一番町の新設園ができた時点で、認可保育園が４園という体制にな

ります。 

市川委員長  ４園になるわけですか。 

子ども支援課長  すみません。これにふじみこども園を加えさせていただくと、５園という

形になります。 

市川委員長   というようなことでございますが、何かございますでしょうか。 

 麹町地区って、四番町まで入れると、定員が結構あるんですな。 

子ども支援課長  そうですね。 

市川委員長   いやあ、今、仮に移っている保育園も、定員の数に入れればね、お話のよ

うに。 

子ども支援課長  そうですね。四番町保育園、麹町保育園、新しくできますアスクの二番町

保育園、ふじみこども園、ここまで入れていきますと、440名程度の、０歳

から５歳までの定員という形で運営いたしております。 

市川委員長  ああ、そのくらい。 

 いかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 （「なし」の声あり） 

市川委員長  それでは、もしよろしければ、次の、学務課のほうから。 

学 務 課 長  ノロウイルス等の感染性胃腸炎等の状況ですが、12月９日に、東京都福祉

保健局が流行警報を発令したところでございます。 

 まず、千代田区での状況ですけれども、今、学校等で学級閉鎖をしている

ところはございません。学級、クラスで最大４名程度の、そういう胃腸炎

等、腹痛等でお休みをしている方もいらっしゃるということですから、明確

にノロウイルス等でお休みをしている方というのはそれほど多くない状況だ

ということでございます。ただ、保育園等につきましても、かなりの数のお

休みと、この時期ですので、胃腸、おなか、腹痛、下痢とかいう形でお休み

になっている方が多いということですので、引き続き、健康管理には努めて

まいりたいと考えております。 

 それから、前回、網入り固形石鹸の網に微生物汚染があって、それが感染

源になっているのではないかというご意見をいただいたところでございまし

て、私どものほうで調べたところでございますが、確かに他区の保育園で

は、５年ほど前にそういう状況があるんではないかということで、液体石鹸

に変えたというところもございますが、ただそれが、網が感染源だというと

ころまでは、やはり特定はされていないというところでございます。 

 私どもも、清古保健所長と調査をしまして、微生物の汚染は、確かに網に
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は残るようだということですけれども、当然、固定石鹸にも残っているよう

なところもあり、また容器入り石鹸でもポンプのところには残っているよう

なところもあるというようなことでございます。 

 石鹸自体にウイルスを殺す効果というのはないところですので、石鹸でよ

くこすりながら、洗い流すということでウイルスを減少させるというように

考えているところでございますので、今後また、保健所ともよく連携をしな

がら、また、学校ともよく対応しながら、こちらについてより良い方向を検

討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

市川委員長  ご意見、よろしゅうございますか。 

 （「なし」の声あり） 

市川委員長  それでは、ほかになければ、教育委員さんのほうから何かございますでし

ょうか。 

中 川 委 員  先日、試験的に児童館の開放をなさいましたけれど、あの結果はどういう

感じだったんですか。 

児童・家庭支援センター所長  報告し忘れましたでしょうか。11月７日に神田児童館へ58名いらっしゃい

ました。それから、11月28日、西神田児童センターが38名でございます。そ

れで、特徴的なのは、やっぱりお父さんが一緒に来られて、私も、担当者

も、親、特に男親が参加できて良いという印象でした。 

市川委員長   よろしゅうございますか。 

 それでは、以上をもちまして、定例会の議事は全部終了しましたので、少

し休憩をいたしまして、すぐに秘密会のほうに入りたいと思います。 

 

 

休憩  午後４時２２分 

― 再開 ― 

（以降、秘密会につき、非公開） 

― 閉会 ― 

 


